
船舶事故等調査報告書 

平成２２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９函第５７号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年７月１７日 ０５時００分ごろ 

発生場所 北海道えりも町東洋港南防波堤灯台から真方位１８９°２３７ｍ付近 

（概位 北緯４１°５６.６′ 東経１４３°１３.１′） 

事故等調査の経過  平成２１年８月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第５３光
こう

盛
せい

丸、０.８トン 

   ＨＫ３－１１３６００（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 第三十五海
かい

友
ゆう

丸、０.７トン 

   ＨＫ３－１１３６３４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 負傷 １人（船長） 

 損傷 Ａ 船首部防舷材にき
．
裂、船首部外板に擦過痕 

Ｂ 右舷船尾部防舷材にはく
．．

離及び欠損、右舷側防舷材及び外板に擦過痕 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、

他の僚船とともに一斉に東洋漁港の港口付近を出航してこんぶ漁の漁場に

向けて南東進中、平成２１年７月１７日０５時００分ごろ、東洋漁港南西

方沖において、Ａ船船首部とＢ船右舷船尾部とが衝突した。 

 Ａ船は、自力で帰航したが、Ｂ船は、僚船船長が乗り移って操船し帰航

した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４、視界 良好 

海象：南東及び西のうねりがやや強い 

特記事項：日高東部に、強風、波浪及び洪水注意報発表中 

 その他の事項  両船とも約２０㎞/h の速力で南東進中で、Ａ船がＢ船の右舷前方を先航

していた。 

 船長Ａは、右手で船外機のスロットルレバーを握り、左舷船尾部で立っ

て操船していたところ、西方から波を受けて左舵を切ったため、船首が北

東方に急旋回してＢ船に異常接近した。 

 船長Ａは、Ｂ船に気付くのが遅れ、減速したが間に合わなかった。 

 船長Ｂは、左手で船外機のスロットルレバーを握り、右舷船尾部で立っ

て操船していたところ、先航するＡ船が急接近してきたため、避航動作を

とることができなかった。 



分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、東洋漁港南西方沖において南東進中、西

方から波を受けて左転し、Ｂ船に接近した際、左舷

後方のＢ船に気付くのが遅れたため、減速したが間

に合わずＢ船に衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、南東進中、先航するＡ船が接近してきた

ため、避航動作をとることができなかったものと考

えられる。 

原因  本事故は、東洋漁港南西方沖において、両船が南東進中、Ａ船が左転し

て左舷後方のＢ船に接近した際、Ｂ船に気付くのが遅れたため、両船が衝

突したことにより発生したものと考えられる。 

 




